	

	研究の柱である『チームマネジメントと教育予算』に基づき、第2分科会では、「教職員の共感と学校予算の可視化」について考える。


	

	【研究の柱】
まず、研究の柱であるチームマネジメントと教育予算の定義について考える。
ここでは、
・チームを「校内の教職員」
・マネジメントを「組織に成果をあげさせるための仕組み」
・教育予算を「学校全体の経理」
とする。



	

	【分科会テーマ】
次に、分科会のテーマである「共感と可視化」について考える。
・「共感」とは、互いを理解し共に行動することで得られる感覚である。共感することで、視点が切り替わり、物事の本質を直視できるようになる。
・「可視化」とは、見えないものを見える形で表すことである。可視化することで、目に見える形となり、実感が湧く。

	

	【分科会の目的】
・学校の予算は、種類が多く、学校特有の予算もあるため、予算の全体像や全体の金額が見えにくい。
そのため、経理や予算に関して、教員によって理解や関心の高さに違いがあると感じる。
・分科会では、教職員全員が予算に関心を持ち、学校予算について考え行動することで、効果的な予算執行を目指す手立てについて検証する。




	

	【現状】
・教員は教育、事務職員は児童生徒の直接指導以外の分野を専門としている。そのため担当している経理の数や種類にも違いがある。
・教員が校内で多数の割合を占めているのに対し、事務職員は概ね一人であるため、予算に対する理解や関心の高さの違いが生まれるのではないか。


	

	【現状】
嶺南の教員を対象に予算の関心度についてアンケートを行ったところ、７割程度は関心があるとの回答だった。


	

	【現状】
アンケート結果より、
・予算に関心があっても、注文から納品までに時間がかかる、予算によって購入できる物品の範囲が限られているなどの理由から、購入を諦めていることもあることがわかった。
・その結果、予算をうまく使うことができず、今必要なものが後回しになることもあると考えられる。


	

	【現状】
また、嶺南の事務職員を対象に、学校予算の周知についてのアンケートを行った。
・その結果、年度初めの職員会議等で、教職員に予算の周知を行っている学校は約半数程度だった。
・その他に、予算委員会で管理職のみに周知しているとの回答もあった。




	

	【課題】
・これらの現状から、教員は予算の全体像が分からないため、計画的に予算を執行することが難しく、使えるはずの予算をうまく使うことができてない。
・また、どこの予算を使ってよいか分からず、必要な物品があっても、要望をあげにくい状況になっている。
・事務職員は、授業や学校行事に必要な予算がどの程度あるのか、教員からの要望がなければ把握しにくい。
【課題解決の仮説】
・教員と事務職員がお互いに寄り添える、相談しやすい環境を作ることが効果的な予算執行のためには必要と考える。

では次に、課題解決のポイントとなる可視化と共感について具体的に考えてみよう。

	

	【仮説】
まず「共感」について考える。
1 事務職員が校内巡回や授業・行事参観等で、教育環境や教育課程への関心を高めることで、教員との連携が強くなり、協力して予算に向き合うことができるのではないか。
2 事務職員が教育予算を周知することで、教員が教育予算に向き合い、理解と関心を深めることができるのではないか。

[bookmark: _GoBack]・このようにお互いを知り共感することが、課題を解決するための第一歩に繋がると考える。


	

	【仮説】
次に「可視化」について考える。
1 事務職員が教員に対し、学校予算全体を可視化して説明することで、教員の理解を求めることができるのではないか。
2 教員は学校予算の可視化により、予算執行が教育に影響することが具体的に分かり、学校会計に対する関心を高めることができるのではないか。


・このように可視化により課題を具体的に捉えられると考える。

	

	【ワークショップ①】
・まず、自校の実情に合わせた予算一覧表を作成してみよう。


	

	
・これは、事務職員が教員に提示している予算書の例である。


	

	【ワークショップ②】
・次に、双方向の共感を得るための方法を考えてみよう。
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分科会テーマ

教職員の共感と学校予算の可視化

○共感

•

互いを理解し共に行動することで得られる感覚

•

共感すると、視点が「外から見る」から「内から見る」に

切り替わり、それまで気づかなかった物事の本質を直視で

きるようになる

○

可視化

•

見えないものを見える形であらわすこと
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共感すると、視点が「外から見る」から「内から見る」に切り替わり、それまで気づかなかった物事の本質を直視できるようになる
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分科会の目的
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•

マネジメントには共感が不可欠

•

共感を持って行動すれば、組織のビジョンを実現

することができる

•

事務職員がマネジメントを行い、教育予算の課題につい

て教職員全員で考え行動する具体的な手立てを検証する
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現状として、学校の予算について、公費・補助金・徴収金等種類が多く、地域や学校特有の予算もあるため、予算の全体像や全体の金額が見えにくい。

そのため、経理や予算に関して、教員によって理解や関心の高さにちがいがある。

分科会では、教職員全員が予算に関心を持ち、学校予算について考え行動することで、効果的な予算執行を目指す手立てについて考える。
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教員

95%

事務職員

5%

学校の現状「教員と事務職員の人数の割合」
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学校の現状「教員と事務職員の人数の割合」



教員と事務職員の人数	



教員	事務職員	967	54	
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			 			教員と事務職員の人数 キョウイン ジム ショクイン ニンズウ


			教員 キョウイン			967


			事務職員 ジム ショクイン			54
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学校の現状「教員の学校全体の予算の関心度」
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調査数
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調査数:49　回答数:49





予算を提示している学校でも、資料を読む時間がない・聞いてもあまりよくわからない等の理由でその都度事務職員に聞いているという教員の声がいくつかあった。
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学校の現状「教員の学校全体の予算の関心度」



学校全体の予算の関心度	



大いにある	少しある	あまりない	ない	8	27	13	1	
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			 			学校全体の予算の関心度 ガッコウ ゼンタイ ヨサン カンシンド


			大いにある オオ			8


			少しある スコ			27


			あまりない			13


			ない			1
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学校の現状

教員が学校予算について感じていること
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予算

物品購入

会計

•

全体的に少ない

•

臨機応変に使えるとよい

•

買いたいときにすぐ買えない

•

会計によって買える物の範囲が限られる

•

会計システムが市内で統一されていてよい

•

教員が会計業務を学べる場があるとよい
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学校の現状
教員が学校予算について感じていること
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予算によって、注文から納品までに時間がかかったり、購入できる範囲が限られていたりするため、

購入希望は多くあるが、その要望を言わずに終わってしまっていることがアンケート結果からわかった。

その結果、予算をうまく使うことができず、今必要なものがどんどん後回しになっていってしまう。
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学校の現状「学校予算を周知しているか」
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年度初めの職員会議等で、学校予算について、教職員に周知（可視化）しているか。

周知しているのは６割程度。

その他、予算委員会で管理職のみに周知しているとの回答が複数あり。
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学校の現状「学校予算を周知しているか」



学校予算について周知しているか	







はい	いいえ	その他	30	20	2	

Microsoft_Excel_______.xlsx

Sheet1


			 			学校予算について周知しているか ガッコウ ヨサン シュウチ


			はい			30


			いいえ			20
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教育予算の課題と解決方法の仮説

〈課題〉

○教育に効果的な執行をするには、

どの予算から使うべきかの判断が難しい

○予算執行が教育に影響しているかどうかの検証が難しい

〈解決方法の仮説〉

○教員と事務職員の共感

○教育予算の可視化
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教育予算の課題と解決方法の仮説
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教員は、予算の全体像が分からないため、計画的に予算を執行することが難しく、使えるはずの予算をうまく使うことができない。

また、どこの予算を使ってよいか分からず、必要な物品があっても、要望をあげにくいのではないか。

事務職員は、授業や学校行事に必要な予算がどの程度あるのか、要望がなければ把握しにくい。



お互いが寄り添える、相談しやすい環境を作ることが効果的な予算執行のためには必要である。
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〈課題〉

○教育に効果的な執行をするには、
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○予算執行が教育に影響しているかどうかの検証が難しい
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課題解決の仮説「教員と事務職員の共感」
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事務職員 教員

②予算への関心

①校内巡回

授業参観･行事参観
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課題解決の仮説「教員と事務職員の共感」
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②予算への関心

①校内巡回

授業参観･行事参観

相互に関心を高め、理解しようとする





『共感』は、教員と事務職員の双方向の歩み寄りによって生じると考える。

①事務職員が予算を可視化して説明することで、教員が教育予算に向き合い、理解と関心を深めることができるのではないか。

　 目に見えないものは分からず、実感が湧かないため、『見える形』にすることで、より理解が深まる。

②事務職員が教育環境や教育課程への関心を高めることで、教員との連携が強くなり、協力して予算に向き合うことができるのではないか。



お互いを知ることが、共感への第一歩に繋がるのではないか。
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image11.emf
課題解決の仮説「教育予算の可視化」
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事務職員 教員

②学校会計への関心

①予算の可視化
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課題解決の仮説「教育予算の可視化」
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②学校会計への関心

①予算の可視化

課題を具体的に捉えられる





『共感』は、教員と事務職員の双方向の歩み寄りによって生じると考える。

①事務職員が予算を可視化して説明することで、教員が教育予算に向き合い、理解と関心を深めることができるのではないか。

　 目に見えないものは分からず、実感が湧かないため、『見える形』にすることで、より理解が深まる。

②事務職員が教育環境や教育課程への関心を高めることで、教員との連携が強くなり、協力して予算に向き合うことができるのではないか。



お互いを知ることが、共感への第一歩に繋がるのではないか。
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ワークショップ①
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自校の実情にあわせた

予算一覧表を作ってみよう！


Microsoft_PowerPoint_____11.sldx
ワークショップ①
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自校の実情にあわせた

予算一覧表を作ってみよう！
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予算一覧表の例
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予算一覧表の例
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年度初めに実際に職員会議等で出している予算書の例。
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ワークショップ②
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教員と事務職員

双方向の共感を得るためには？
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ワークショップ②
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・教員の教育予算への理解を深めるためには、具体的にどうしたらよいか。

・事務職員が校内巡視や授業、行事への参観等、教員や授業に対する関心を高めるために、なにができるのか。
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教員と事務職員

双方向の共感を得るためには？
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秋季研究会 第２分科会

教職員の共感と学校予算の可視化

担当：第５ブロック
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研究の柱 チームマネジメントと教育予算

チーム･･･校内の教職員

マネジメント･･･組織に成果をあげさせるための仕組み

教育予算･･･学校全体の経理
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研究の柱　チームマネジメントと教育予算
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チーム･･･校内の教職員





マネジメント･･･組織に成果をあげさせるための仕組み





教育予算･･･学校全体の経理
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